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●	 第2回全国情報セキュリティ啓発シンポジウム
	 in宮崎（仮称）
会　期：	2009 年 10月24日（土）
主　催：	経済産業省 
	 NPO日本ネットワークセキュリティ協会
共　催：	宮崎公立大学
会　場：	宮崎公立大学　交流センター　多目的ホール
　詳細については、JNSAホームページをご覧下さい。

1.	 CompTIA Japan ITSC 2009
	 （CompTIA日本支局　インストラクター・トレーナー　

スキルコンペ）

会　期：	2009 年 8月1日（土）～10月31日（土）
主　催：	CompTIA日本支局
会　場：	なし（DVD及び書類を事務局に郵送）
URL：	 作成中

2.	中小企業庁委託事業
	 「平成21年度情報モラル啓発セミナー」
会　期：	岡山：8月6日（木）、滋賀：8月28日（金）、
	 徳島：9月予定、富山：10月予定、
	 佐賀：12月予定、茨城：2月予定
主　催：	中小企業庁、各経済産業局、
	 財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
会　場：	岡山コンベンションセンター（イベントホール）、
	 コラボしが21（大会議室）
	 徳島会場（未定）、富山会場（未定）、
	 佐賀会場（未定）、茨城会場（未定）
http://www.hyper.or.jp/staticpages/index.php/moral

3.	2009年度全国縦断　
	 情報セキュリティ監査セミナー
会期と会場：
	 ◎札幌	 8月28日（金）	 札幌第一合同庁舎
	 ◎高松	 9月30日（水）	 高松サンポート合同庁舎アイホール
	 ◎仙台	 10月2日（金）	 仙台第二合同庁舎
	 ◎富山	 11月25日（水）	 タワー111スカイホール
	 ◎大阪	 12月16日（水）	 大阪合同庁舎一号館
	 ◎広島	 1月18日（月）	 RCC文化センター
	 ◎名古屋	 1月26日（火）	 中産連研修室
	 ◎大分	 2月5日（金）	 大分第２ソフィアプラザビル
主　催：	経済産業省
	 特定非営利活動法人 日本セキュリティ監査協会
	 （JASA）
会　場：	マリンメッセ福岡
http://www.jasa.jp/seminar/secf2009lh.html

4.	モノづくりフェア2009
会　期：	2009 年 10月15日（木）～17日（土）
主　催：	日刊工業新聞社
会　場：	マリンメッセ福岡
http://www.nikkanseibu-eve.com/mono

5.	AVAR 2009 in Kyoto
会　期：	2009 年 11月5日（木）～ 6日（金）
主　催：	AVAR　Association of anti Virus Asia Researchers
会　場：	ハイアットリージェンシー京都
http://www.aavar.org

 主催セミナーのお知らせ

後援 ･ 協賛イベントのお知らせ
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　本年は、JNSAの活動全体を見直すことを2月の拡大幹

事会より開始し、計4回の幹事会（臨時幹事会を含む）や	

リーダー会の検討を経て、以下のように部会の構成を変

更することとした。見直しの目的は、情報セキュリティに

対する社会環境の変化と会員のニーズに対応するためで

あり、この見直しによって、JNSAの発展と会員の積極的

な参加を促し、社会にJNSAがより一層貢献できることを

目指す。

＜新設＞
・社会活動部会

・調査研究部会

・標準化部会

・会員交流部会

＜継続＞
・教育部会 （但し、活動内容の見直しを実施）

・U40部会

・西日本支部

・情報セキュリティ教育事業者連絡会（ISEPA）

・日本セキュリティオペレーション事業者協議会

   （ISOG-J）

＜廃止＞
・政策部会

・技術部会

・マーケティング部会

以下、各部会の概要について記述する。なお、既設のWG

の中で本年も継続するWGはそれぞれの部会に分類した。

１．社会活動部会
（部会長：西本逸郎 氏/ラック）

　外部に向けた情報発信や対外的な社会貢献活動、国際

連携や他組織との連携などを推進する。具体的には、政

府関連のパブコメ対応や勉強会などの対外活動、委託事

業や外部への普及啓発などの社会貢献活動、指導者育成

や講師派遣などの対外的支援活動、国際・他団体連携な

どを進める。

【セキュリティ啓発ＷＧ】
（リーダー：平田敬 氏/株式会社ブリッジ･メタウェア）

　2008年度同様、経済産業省の委託事業である 「インタ

ーネット安全教室」の企画・運営を通してセキュリティ啓発

活動を行う。

【情報セキュリティ関連パブコメ検討ＷＧ】 
（リーダー：河野省二 氏/株式会社ディアイティ）

　情報セキュリティの専門家として、国の政策を十分に理

解しておくことは必須条件だと考えられる。また、政策を

理解した上で、専門家としての意見を述べることについて

も求められている。政策について十分な理解と意見を述

べる場を作ることを目的に活動していく。

　予定成果物は、勉強会の開催報告書、パブリックコメ

ント、パブリックコメント対応報告書。

2．調査研究部会
（部会長：加藤雅彦 氏/株式会社アイアイジェイテクノロジー）

　調査活動と技術的研究や勉強会などを行う。

　JNSAで例年行っている被害額調査や市場調査以外に

も、製品・サービス調査や勉強会なども積極的に行う。

また、技術的研究としてはIPv6やクラウドコンピューティ

ングなどの新技術の研究、その他勉強会などを行う。

【セキュリティ被害調査ＷＧ】 
（リーダー：大谷尚通 氏/株式会社NTTデータ）

　これまでと同様に2009年1年間に発生した情報漏えいに

よる情報セキュリティ被害の実態を調査し、情報漏えいイ

ンシデントの傾向、対策状況、組織に与えるインパクト等

を定量的に分析し、報告書として公開する。また、情報

漏えい以外の情報セキュリティインシデントについて算定モ

デルを具体化し、アンケート・調査を行い、組織に与える

インパクト等の定量化を目指す。

予定成果物は

・「2008年度 情報セキュリティインシデントに関する調査

　報告書（本編、英訳版）」

・「2008年度 情報セキュリティインシデントに関する調査

　データCD-ROM」

・「2009年度 情報セキュリティインシデントに関する調査

　上半期速報」

・「2009年度 情報セキュリティインシデントに関する調査

　速報」（未定）

・情報漏えい以外の情報セキュリティインシデントに関する

  算定モデル検討結果のレポート（未定）。

【セキュリティ市場調査ＷＧ】 
（リーダー：勝見勉 氏/株式会社情報経済研究所）

　情報セキュリティに関する市場の状況ならびに規模等を

調査･分析し、WG参加者、JNSA、業界、行政の参考に

供する。併せて参加者の勉強･研鑽の場として活用しても

らい、業界知識の拡大、人脈の展開、調査分析スキルの

向上に資する。

　2008年度と同様の調査が実施されるなら、継続受注を

JNSA 部会・ＷＧ 2009 年度活動
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目指して、調査を継続する。

　予定成果物は、「2009年度版情報セキュリティ市場調査

報告書」。

3．標準化部会
（部会長：中尾康二 氏/KDDI株式会社）

　利用者のニーズのサーベイを絶えず進め、広い国際規

格化というより、業界、分野を絞った 「役に立つ標準化」

を迅速に推進する。具体的には、JNSA目線で標準化のト

ピックを選定し、業界に役に立つベストプラクティスの提

供を目指す。これらの活動の成果物として、各々のトピッ

クに対応するセキュリティガイドライン、及びセキュリティ	

ベースラインなどを提供する。さらに、これらの成果物を

国際標準化活動と連携させ、国際的な規格展開も視野に

入れて活動を活性化することとしたい。

【セキュリティにおけるアイデンティティ管理ＷＧ】
（リーダー：宮川晃一 氏

  /グローバルセキュリティエキスパート株式会社）

　内部統制監査の状況確認とRole Base Access Control 

のモデルケース作成を目的とする。

　予定成果物は、内部統制におけるアイデンティティ管理

第３版。

【セキュアプログラミングＷＧ】 
（リーダー：伏見諭 氏/株式会社情報数理研究所）

　システム開発におけるセキュアプログラミングの話題を

広く扱うが、実務的には国際規格案であるISO/IEC WD 

27034の検討を詳細に行う。

予定成果物は、SC27/WG4等に対するコメントなど。

【情報セキュリティ対策マップ検討ＷＧ】 
（リーダー：奥原雅之 氏/富士通株式会社）

　「情報セキュリティ対策マップ」はISMSのリスク分析やセ

キュリティ対策の効果測定など、組織全体のセキュリティ

活動の把握・可視化のための有効な手法となる。本WGで

は、組織内の「情報セキュリティ対策マップ」を作成するた

めの手法、記述モデル、および汎用的な標準情報セキュ

リティ対策マップ案を開発することを目的とする。

　予定成果物は、2年目の今年度は、情報セキュリティ対

策マップモデルおよび、標準情報セキュリティ対策マップ案。

【国際化活動バックアップＷＧ】 
（リーダー：中尾康二 氏/KDDI株式会社）

　国際標準を始めとする国際化活動のバックアップを行う

ことを目標とし、現状の国際活動の内容や問題点のヒアリ

ング、標準化提案の具体例についてディスカッションを行う。

ISOやITU-T、IETF等に参加されている方々の情報交換、

情報共有を行う場として、広く議論の機会を提供していく。

【ＰＫＩ相互運用技術ＷＧ】 
（リーダー：松本泰 氏/セコム株式会社）

　PKIの相互運用技術に係る課題に関しての情報共有と、

その中で重要だと認識されたものは、情報発信も行う。

今年度も引き続きPKI day 2009を開催予定。

　11月に広島でIETFが行われるため、そこでの活動も検

討する。

プロジェクト

【Challenge PKI】 
（リーダー：松本泰 氏/セコム株式会社）

　2009年は、「暗号アルゴリズム移行問題」や、電子政府

などでも検討されている認証と署名の保証レベル等に対

応した活動を検討する。

4．教育部会
（部会長：安田直 氏/サイバー大学/JNSA主席研究員）

　良質かつ社会のニーズに適合したセキュリティ人材の育

成のため、必要とされる知識・技能等の検討を行い、そ

の成果を会員共同プロジェクトや産学協同プロジェクトを

実施することにより会員ならび社会に還元する。

【CISSP行政情報セキュリティCBK-ＷＧ】
（リーダー：大河内智秀 氏

  /エヌ･ティ･ティ ラーニングシステムズ株式会社）

　CISSP行政情報セキュリティCBK更新に関する調査及

び、関連する活動を行う。

予定成果物は、調査レポート他。

【セキュリティ講師スキル研究ＷＧ】
（リーダー：長谷川長一 氏/株式会社ラック）

　引き続き、セキュリティ講師に必要なスキルの調査研究

および実証を行う。（情報セキュリティ教育事業者連絡会;	

ISEPAとの連携による活動も行う）

策定した「セキュリティ講師スキル（案）」をもとに更なる調査

や実証実験を実施する。予定成果物は、「セキュリティ講

師スキル研究調査報告書」

【情報セキュリティ教科書執筆者ＷＧ】
（リーダー: 塩見友規 氏/オー・エイ・エス株式会社）

　昨年度作成した「情報セキュリティプロフェッショナル教

科書」の普及、活用方法の検討などを行う。
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【情報セキュリティ基本教育実証ＷＧ】
（リーダー：平山敏弘 氏/日本アイ･ビー･エム株式会社）

　平成21年度は、岡山理科大学での講義対象を広げ、	

履修2単位対象となる半期（6ヶ月）で計15回の講義を実施

予定。

5．会員交流部会
（部会長：蛭間久季 氏/株式会社アークン）

　情報セキュリティ業界の健全な発展のために、会員向けサ

ービスを充実させ、業界の発展に貢献する。具体的には勉

強会や会員交流会の企画、情報交換・情報発信等を行う。

【セキュリティ理解度チェックＷＧ】
（旧セキュリティリテラシーベンチマークWG）
（リーダー：大溝裕則 氏/株式会社JMCリスクソリューションズ）

　引き続き日本の情報セキュリティのリテラシー向上を目

指し、「理解度セルフチェックサイト」、「情報セキュリティ

理解度チェック」、「情報セキュリティ理解度チェック・プレ

ミアム」の利用者増加のための活動を行う。

　予定成果物は、サイトの解説用資料、新規問題作成。

【バイヤーズガイドサイトＷＧ】
（リーダー：小屋晋吾 氏/トレンドマイクロ株式会社）

　「セキュリティ製品バイヤーズガイド」へのコンテンツ提供

や製品登録への協力などについて検討を行う。

6．西日本支部
（部会長：井上陽一 氏/JNSA顧問）

　JNSA西日本支部は関西に拠点を置くメンバー企業の協

賛の下、西日本におけるネットワーク社会のセキュリティレ

ベルの維持･向上並びに、日々高まる情報セキュリティへ

のニーズに応えるべく、先進性を追及すると共に、質の高

いサービスを提供する事を目的として、中小企業に軸足を

置いた活動を行う。

【情報セキュリティチェックシートＷＧ】
（リーダー：嶋倉文裕 氏

  /富士通関西中部ネットテック株式会社）

　同様なシートやガイダンスが氾濫する中で、情報セキュ

リティ対策に悩む中小企業を現場目線で支援する為、中

小企業が実践できるアプローチ手法確立のために、DSS

化を目指す予定。

　成果物であるチェックシート及び経験則に基づいた知見

により中央を逆に指導できるフェーズに来ている事から、

地域からの声を中央省庁のガイドラインに盛り込んでいく

活動を第一義に継続する。年度前半は前年度の課題を再

整理し、年度後半は新WGの活動成果とシナジー効果を

持つ、中小企業が実際に実践できるアプローチ手法の提

示（現行チェックシートのバージョンアップ）を行う。

【出社してから退社するまでのリスク対策ＷＧ】
（リーダー：元持哲郎 氏/アイネット･システムズ株式会社）

　個人情報保護対策チェックシートWG、情報セキュリテ

ィチェックシートWGの集大成として、中小企業で想定さ

れる一般的な業務に潜む情報セキュリティ上のリスクを特

定し、リスク度に応じた各リスクに対する対応・対策を検

討する。

予定成果物は、中小企業が実際に実践できるアプローチ

手法の提示（ライフワークプロセスベースのリスク視点での

対策シートの作成）を行うと共に、中小企業版DSSの作成

にチャレンジする。

【企画･運営ＷＧ】
（リーダー：斎藤聖悟 氏/株式会社インターネットイニシアティブ）

　情報セキュリティ対策に悩む中小企業を現場目線で支

援するため、METI並びにIPAの中小企業の情報セキュ

リティ支援活動と連携して、地域の現実や要望を伝える。

また、関西で活動するKIIS、JASA、JISA、JASIPA等

の団体との連携を強化し、地域の活性化に貢献するため

の啓蒙・啓発活動を実践する。

　活動予定として、METI並びにIPAの中小企業の情報

セキュリティ支援活動と連携しての啓発活動並びに支部メ

ンバーの学習・研究活動を本部との連携を図りながら、3

か月に1回のペースで実践する。秋には西日本支部として

のメインセミナーを開催する予定。

予定成果物は、中小企業の情報セキュリティ対策支援

WG活動報告書の続編の作成。

7．Ｕ40部会
（支部長：嘉津義明 氏/株式会社シマンテック）

　若年層を対象メンバーとして、JNSAの若返り、若年層

の活動活発化、幅広い人脈形成を目的とする。

【JNSAラボネットＷＧ】
（リーダー：米沢晋 氏/株式会社ISAO）

　ワーキンググループの活動における、実環境を使った技

術検証などが円滑に行えるように、検証環境の設計と構

築を議論し、実際の環境構築を行う。またU40部会のWG

として、本活動を通して若手メンバーのスキル向上を図る。

　活動予定として、ラボネットの環境構築、利用用途と運

用方法の検討、管理方法の確立。

予定成果物は、検証環境の提供。
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【勉強会企画検討ＷＧ】
（リーダー：前田典彦 氏/株式会社Kaspersky Labs Japan）

　若年層の知識および技術向上のため、U40メンバー向

けの勉強会を企画検討し講師手配などを行う。これによ

り外部との人脈作りおよび運営面についてのスキルアップ

も図る。

また、聴講枠に余裕があればJNSA会員にも聴講枠を設

ける。

8．情報セキュリティ教育事業者連絡会（ISEPA）
（代表：与儀大輔 氏/株式会社ラック）

　現在は広報WG・スキルWG・相互認証WGの３つで活

動しており、スキルWGを中心としたアーキテクチャーの利

用促進及びITSSとの相互補完などを行うと共に、参加団

体による相互互恵関係を推進し、広く情報発信を行う為

の活動を毎月1回の連絡会及び各WGで検討、推進してゆ

く予定。昨年度同様にJNSAと連携してのイベントも開催

する。

　来年度は情報セキュリティ人財育成アーキテクチャー利

用ガイドの作成・配布・Web公開を予定している。

【広報ＷＧ】
（リーダー：勝見勉 氏/NPO日本セキュリティ監査協会）

　ホームページ、各種イベント、あるいは各種の広報活動

により、ISEPA情報セキュリティ教育事業者連絡会の活

動や取り組みを、社会に広く紹介していく。

【スキルＷＧ】
（リーダー：衣川俊章 氏

  /株式会社ITプロフェッショナル･グループ）

　各団体の資格試験の内容を体系的に整理し、各資格試

験の相関図の作成やキャリアパスを提示し、情報セキュリ

ティの分野で求められる人材像を具体的に示していく。

【相互認証WG】
（リーダー：関取嘉浩 氏/NRIセキュアテクノロジーズ株式会社）
　数多くある情報セキュリティ資格がそれぞれ発信している情

報をまとめたり、資格や教育プログラム間で相互の認証が行わ

れるような働きかけを行うと共にISEPA会員団体他のセキュリ

ティ資格保有者数を4半期ごとに集計してサイトで公開していく。

9．日本セキュリティオペレーション事業者協議会 
     （ISOG-J）
（代表：武智洋 氏/株式会社ラック）

　2009年度も引き続き4つのWGで活動を行ない、セキュ

リティオペレーションマップ、関連法ガイド等 ユーザおよ

び会員にとって有用な成果を出すと共に、会員各社の連携

を深める活動を行う。

【セキュリティオペレーションガイドラインＷＧ】
（リーダー：許先明 氏

  /株式会社ブロードバンドセキュリティ）

　セキュリティオペレーションサービスに関するマップの更

新と、セキュリティオペレーションサービスに関するガイド

ライン作成を行う。

【セキュリティオペレーション技術ＷＧ】
（リーダー：川口洋 氏/株式会社ラック）

　各社のSOC見学等を行うと共に、技術情報の交換等を

行い、各社のオペレータおよび技術者間の人的交流の促

進を図る。ISOG-Jメンバ向けハンズオンを開催予定。

【セキュリティオペレーション関連法調査ＷＧ】
（リーダー：出口幹雄 氏/富士通株式会社）

　セキュリティオペレーション事業者の関連法集の更新と

一般公開の準備を行う。

【セキュリティオペレーション認知向上･普及啓発ＷＧ】
（リーダー：武智洋 氏/株式会社ラック）

　認知向上・普及啓発に関する検討およびISOG-J運営に

関する作業を実施する。

　ISOG-J向け内部セミナーの開催、外部向けセミナーで

の講演を予定。
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会　長　佐々木　良一	 東京電機大学 教授

副会長　高橋　正和	 マイクロソフト株式会社

副会長　中尾　康二	 ＫＤＤＩ株式会社

副会長　大和　敏彦	 株式会社ブロードバンドタワー

理　事（50音順）

足立　修　	 株式会社シマンテック 

池田　修一	 エヌ･ティ･ティ･コミュニケーションズ株式会社

後沢　忍　	 三菱電機株式会社　情報技術総合研究所

遠藤　直樹	 東芝ソリューション株式会社

大城　卓	 新日鉄ソリューションズ株式会社

勝見　勉	 株式会社情報経済研究所

川上　博康	 セコムトラストシステムズ株式会社

後藤　和彦	 株式会社大塚商会

小屋　晋吾	 トレンドマイクロ株式会社 

佐藤　邦光	 大日本印刷株式会社

下村　正洋	 株式会社ディアイティ

立石　和義	 エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ株式会社

橘　　伸俊	 株式会社ネットマークス

西尾　秀一	 株式会社ＮＴＴデータ

西本　逸郎	 株式会社ラック

野 下々　幸治	 マカフィー株式会社

森田　次朗	 インスパイアー株式会社

日暮　則武	 イーデザイン損害保険株式会社

山野　修	 ＲＳＡセキュリティ株式会社

吉原　勉	 株式会社アイアイジェイテクノロジー

幹　事（50音順）

安達　智雄	 日本電気株式会社

稲田　清崇	 キヤノンＩＴソリューションズ株式会社

大島　耕二	 株式会社ネットマークス

勝見　勉	 株式会社 情報経済研究所 

加藤　雅彦	 株式会社アイアイジェイテクノロジー

門田　進一郎	 エヌ･ティ･ティ･コミュニケーションズ株式会社

北折　昌司	 東芝ソリューション株式会社

郷間　佳市郎	 株式会社日立情報システムズ

久手堅　憲之	 シスコシステムズ合同会社

小屋　晋吾	 トレンドマイクロ株式会社 

佐藤　憲一	 株式会社大塚商会

佐藤　徹次	 ネットワンシステムズ株式会社

佐藤　友治	 株式会社ブロードバンドセキュリティ 

下村　正洋	 株式会社ディアイティ 

高橋　正和	 マイクロソフト株式会社

近田　恭之	 大日本印刷株式会社

中川　一之	 エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ株式会社 

西本　逸郎	 株式会社ラック 

野 下々　幸治	 マカフィー株式会社

馬場　重通	 インスパイアー株式会社

平田　敬	 株式会社ブリッジ・メタウェア

蛭間　久季	 株式会社アークン

二木　真明	 住商情報システム株式会社

村上　智	 株式会社シマンテック 

安田　直	 株式会社ディアイティ／JNSA主席研究員

油井　秀人	 富士通エフ・アイ・ピー株式会社

与儀　大輔	 株式会社ラック

監　事

土井　充	 公認会計士　土井充事務所

顧　問

井上　陽一

今井　秀樹	 中央大学　教授

北沢　義博	 霞が関法律会計事務所　弁護士

武藤　佳恭	 慶応義塾大学　教授

前川　徹	 サイバー大学　教授

村岡　洋一	 早稲田大学　教授

安田　浩	 東京電機大学　教授

山口　英	 奈良先端科学技術大学院大学　教授

吉田　眞	 東京大学　教授

事務局長 

下村　正洋	 株式会社ディアイティ

JNSA 役員一覧 2009 年 7 月現在
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【あ】

（株）アーク情報システム

（株）アークン

ＲＳＡセキュリティ（株）

（株）アイアイジェイ テクノロジー

アイエックス・ナレッジ（株）

（株）アイ･エム･エヌ　

（株）ITプロフェッショナル･グループ

（株）アイ・ティ・フロンティア

（株）アイティーブレーン

（株）アイテクノ

アイネット･システムズ（株）

（株）アイ･ビー･イー･ネット･タイム

アイマトリックス（株）

（株）アクシオ

あずさ監査法人

（株）アルテミス

（株）アルファシステムズ

アルプスシステムインテグレーション（株）

イーデザイン損害保険（株）　

（株）ＩＳＡＯ

伊藤忠テクノソリューションズ（株）

学校法人 岩崎学園

（株）インストラクション

インスパイアー（株）

（株）インターネットイニシアティブ

（株）インテリジェントウェイブ

インフォコム（株）

（株）インフォセック

ウェブルート･ソフトウェア（株）

（株）ＡＩＲ　

ＡＴ＆Ｔジャパン（株）

（株）エス･エス･アイ･ジェイ

（株）エス・シー・ラボ

ＳＢＩネットシステムズ（株）

ＮＲＩセキュアテクノロジーズ（株）

エヌアイシー･ネットシステム（株）

ＮＥＣソフト（株）

ＮＥＣネクサソリューションズ（株）

エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ（株）

エヌ･ティ･ティ･コミュニケーションズ（株）

エヌ･ティ･ティ･コムウェア（株）

エヌ･ティ･ティ･コムチェオ（株）

エヌ･ティ･ティ ラーニングシステムズ（株）

ＮＴＴコムテクノロジー（株）

（株）ＮＴＴデータ

（株）ＮＴＴデータＣＣＳ

（株）エネルギア・コミュニケーションズ

Ｆ５ネットワークスジャパン（株）

オー･エイ･エス（株）

（株）ＯＳＫ　

（株）大塚商会

【か】

（株）Kaspersky Labs Japan

兼松エレクトロニクス（株）

関電システムソリューションズ（株）

キヤノンＩＴソリューションズ（株）

キヤノンマーケティングジャパン（株）

九電ビジネスソリューションズ（株）

京セラコミュニケーションシステム（株）

クオリティ（株）

グロヴァレックス（株）

グローバルセキュリティエキスパート（株）

（株）ケーケーシー情報システム

ＫＤＤＩ（株）　

（株）コネクタス

コンピュータエンジニアリングサービス（株）

【さ】

サードネットワークス（株）

サイバーエリアリサーチ（株）

サイバーソリューション（株）

サン・マイクロシステムズ（株）

（株）シー・エス・イー

（株）ＪＭＣリスクソリューションズ

ジェイズ・コミュニケーション（株）

ＪＰＣＥＲＴコーディネーションセンター

（株）シグマクシス　

シスコシステムズ（同）

システム･エンジニアリング･ハウス（株）

（株）シマンテック

会員企業一覧 （2009 年 8 月 14 日現在 　181 社　50 音順）

New

New

New

New

New

New



37

JN
S

A
 P

re
ss

JN
S

A
 A

nn
ou

nc
e

（株）情報経済研究所

（株）情報数理研究所

新日鉄ソリューションズ（株）

新日本有限責任監査法人

（株）ステラクラフト

住商情報システム（株）

（株）セキュアブレイン

セキュリティ・エデュケーション・アライアンス・ジャパン

セコム（株）

セコムトラストシステムズ（株）

（株）セラク

セントラル短資ＦＸ（株）

ソニー（株）

ソフォス（株）

ソフトバンク（株）

ソフトバンク･テクノロジー（株）

ソフトバンクＢＢ（株）

ソラン（株）

（株）ソリトンシステムズ

（株）損保ジャパン・リスクマネジメント

【た】

大興電子通信（株）

大日本印刷（株）

（株）大和総研

（株）タクマ

ＴＩＳ（株）

（株）ディアイティ

デジタルアーツ（株）

（株）電通国際情報サービス

監査法人トーマツ

東京エレクトロン デバイス（株）

東京海上日動火災保険（株）

東芝ITサービス（株）

東芝ソリューション（株）

ドコモ･システムズ（株）

トレンドマイクロ（株）

【な】

（株）ニコンシステム

西日本電信電話（株）

日信電子サービス（株）

日本アイ･ビー･エム（株）

日本アイ・ビー・エム　システムズエンジニアリング（株）

日本オラクル（株）

日本クロストラスト（株）

日本サード･パーティ（株）　

日本ＣＡ（株）

（株）日本システムディベロップメント

日本セーフネット（株）

日本電気（株）

日本電信電話（株）

日本ベリサイン（株）

（株）ネットマークス

ネットワンシステムズ（株）

（株）野村総合研究所

【は】

パスロジ（株）

パナソニック電工（株）

バリオセキュア・ネットワークス（株）

（株）日立システムアンドサービス

（株）日立情報システムズ

日立ソフトウェアエンジニアリング（株）

（株）ＰＦＵ

ヒューベルサービス（株）

富士ゼロックス（株）

富士ゼロックス情報システム（株）

富士通（株）

富士通エフ・アイ・ピー（株）

（株）富士通エフサス

富士通関西中部ネットテック（株）

（株）富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ（富士通ＳＳＬ）

（株）富士通ビジネスシステム

扶桑電通（株）

フューチャーアーキテクト（株）

（株）ブリッジ･メタウェア

（株）ブロードバンドセキュリティ

（株）ブロードバンドタワー

【ま】

（株）マイクロ総合研究所

マイクロソフト（株）

マカフィー（株）

みずほ情報総研（株）

三井物産セキュアディレクション（株）

（株）三菱総合研究所

三菱総研ＤＣＳ（株）

New
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三菱電機（株）情報技術総合研究所

三菱電機情報ネットワーク（株）

（株）メトロ

（株）ＭＯＮＥＴ

【や】

ユーテン･ネットワークス（株）

（株）ユービーセキュア

【ら】

（株）楽堂

（株）ラック

リコー･ヒューマン･クリエイツ（株）

（有）ロボック

【わ】

（株）ワイ･イー･シー

（株）ワイズ

【特別会員】

社団法人　コンピュータソフトウェア協会

ジャパン　データ　ストレージ　フォーラム

財団法人　ソフトピアジャパン

データベース･セキュリティ･コンソーシアム

特定非営利活動法人デジタル･フォレンジック研究会

電子商取引安全技術研究組合

東京大学大学院　工学系研究科

社団法人　日本インターネットプロバイダー協会

社団法人　日本コンピュータシステム販売店協会

特定非営利活動法人　日本システム監査人協会

特定非営利活動法人　日本セキュリティ監査協会

一般社団法人　日本電子認証協議会

New
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JNSA 年間活動（2009 年度）

4月 4月11日 臨時幹事会

5月 5月1日 2009年度理事会（虎ノ門パストラル）
5月19日 「第 7回迷惑メール対策カンファレンス」後援
5月21～ 22日 「SCMシンポジウム 2009」「SCMソリューションフェア 2009」協賛
5月27日 「IPv6　Summit　2009」後援
5月27日 第1回幹事会
5月29日 「仮想化インフラ･ワークショップ [03]」後援

6月 6月3日 2008年度WG活動報告会（ベルサール神田）
6月3日 2009年度総会（ベルサール神田）
6月4～ 5日 「第13回サイバー犯罪に関する白浜シンポジウム」後援
6月8～ 12日 「Interop Tokyo 2009」後援
6月8～ 12日 「RSA Conference Japan  2009」後援
6月18日 「日韓 ITビジネス交流会」後援
6月24日 「PKI Day 2009」セミナー（東京ウィメンズプラザ）
6月29日 「ISACA東京支部設立 25周年記念講演会」後援

7月 7月11日 「日本セキュリティ･マネジメント学会 第 23回全国大会」後援
7月14日 第 2回幹事会
7月15～ 17日 「自治体総合フェア 2009」協賛
7月16日 「被害調査WG･SLB WG合同セミナー」（五反田ゆうぽうと）
7月16～ 17日 「SANS Future Visions 2009 Tokyo 」後援
7月17日 大分県委託事業「おおいたネットあんしんセミナー」後援
7月22～ 24日 「ワイヤレスジャパン 2009」後援

8月 8月1日～10月31日 「CompTIA Japan ITSC 2009」後援
8月3～ 4日 「情報セキュリティ講師育成支援セミナー2009夏期」応用マネジメント　協賛
8月5～ 7日 「情報セキュリティ講師育成支援セミナー2009夏期」応用テクニカル　協賛
8月6日 中小企業庁委託事業「平成21年度情報モラル啓発セミナー」岡山　後援
8月20日 ISEPA･情報セキュリティ大学院大学共催「情報セキュリティ人財サミット」
8月27日 「CompTIA Breakaway Japan 2009」後援
8月28日 中小企業庁委託事業「平成21年度情報モラル啓発セミナー」滋賀　後援
8月28日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」札幌　後援

9月 9月30日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」高松　後援

10月 10月2日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」仙台　後援
10月15～ 17日 「モノづくりフェア 2009」 協賛
10月24日 「第 2回全国情報セキュリティ啓発シンポジウム in宮崎（仮称）」

11月 11月5～ 6日 「AVAR 2009 in Kyoto」後援
11月25日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」富山　後援

12月 12月16日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」大阪　後援

1月 1月18日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」広島　後援
1月26日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」名古屋　後援

2月 2月5日 「2009年度　全国縦断　情報セキュリティ監査セミナー」大分　後援

3月

2009 年 5 月〜

2010 年 3 月

「インターネット

安全教室」開催

★ JNSA活動スケジュールは、http://www.jnsa.org/aboutus/schedule.htmlに掲載しています。

★ JNSA部会、WGの会合議事録は会員情報のページ  http://www.jnsa.org/member/index.htmlに掲載しています。（JNSA会員限定です）


